

















































































































































































































































































































































































































大きな涙型のダイヤモンドがございます。そこに描かれているメッセージ“The future to 
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〔抄　録〕
現代のわが国の結婚式スタイルは，キリスト教結婚式が人気を博する。この状況は90年
代に神前式を超えて以来継続する。しかし，キリスト教信者数は人口のわずか2.3％であ
り，このことは信仰の表明ではない。つまり，自覚的信仰の介在しない，しかしキリスト教
を拠り所とした結婚式の拡大である。このようなキリスト教結婚式で挙式する場所のほと
んどはキリスト教会ではない。ホテルや結婚式専門式場の建物内部にビルトインされた，
あるいはそれらの敷地内に独立して建つ建物などで挙式を執り行う。本稿では，キリスト
教結婚式を行う会場のうち，信者を持たず，礼拝などの典礼を行わず，結婚式のためだけ
のこの施設を「ウエディングチャペル」と呼び，同施設をキッチュなものとして評した。世
俗的な目的でつくられた商業施設でありながら，宗教的なモティーフに頼り，しかもそれ
を貶めているキッチュな建物という主張である。
われわれは，ウエディングチャペルに象徴されるわが国のキリスト教結婚式が，生活や
文化と宗教が相互にわたりあって，まさしく日本的な，独自な発達を遂げた表現だと考え
る。そしてそれは，つまるところ「キリスト教」とは呼ばれない。あまつさえ十字架の装飾
を施した商業施設をチャペルと呼ぶこと，それは不穏当な，何かそぐわない感じの否めな
い組み合わせである。しかしながら，たとえそれが神やイエス・キリスト，キリスト信者を
冒涜することに繋がろうとも，それはキッチュの原則に従い生じた組み合わせなのである。
